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令
和
５
年
11
月
25
日
（
土
）、
18
時
30
分
か
ら
大
阪
府

中
部
広
域
防
災
拠
点
に
て
、
夜
間
帯
に
お
け
る
救
助
資
機

材
の
活
用
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
夜
間
帯
で
暗
闇
の
な

か
、
限
ら
れ
た
照
明
の
下
で
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
エ
ン
ジ

ン
カ
ッ
タ
ー
の
取
扱
い
訓
練
、
街
灯
や
照
明
の
な
い
コ
ー

ス
を
消
防
車
両
で
後
進
（
バ
ッ
ク
）
し
、
誘
導
灯
と
声
掛

け
で
誘
導
す
る
訓
練
、
そ
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
や
胸
骨
圧
迫
な
ど

応
急
救
護
手
順
の
訓
練
な
ど
様
々
な
資
機
材
を
使
用
し
た

訓
練
内
容
で
し
た
。
外
が
明
る
い
時
間
帯
と
は
ま
た
違
う

緊
張
感
の
あ
る
も
の
で
、
団
員
の
ス
キ
ル
向
上
に
繋
が
る

訓
練
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
訓
練
に
使
わ
れ
た
資
機
材
は
、「
消
防

団
の
力
向
上
モ
デ
ル
事
業
」
を
活
用
し
、
あ
ら
ゆ
る
災
害

を
想
定
し
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
夜

間
で
も
活
動
で
き
る
大
規
模
災
害
対
応
資
機
材
を
整
備
す

る
と
い
う
目
的
で
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
、
投
光
器
及
び
防

塵
マ
ス
ク
を
購
入
し
使
用
し
ま
し
た
。

　

夜
間
訓
練
を
実
施
し
て
か
ら
約
１
か
月
後
の
令
和
６
年

１
月
１
日
、
能
登
半
島
で
震
度
７
の
巨
大
地
震
が
あ
り
ま

し
た
。
報
道
等
を
見
て
い
る
と
、
停
電
な
ど
暗
い
中
、
倒

壊
し
た
家
屋
に
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
人
々
を
救
助
し
て

い
る
消
防
・
警
察
・
自
衛
隊
の
方
々
の
中
に
地
元
消
防
団

の
姿
を
よ
く
目
に
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
時
も
そ

う
で
し
た
が
、
そ
の
光
景
を
見
る
た
び
に
、
私
た
ち
の
住

む
こ
の
町
で
大
き
な
自
然
災
害
が
起
こ
っ
た
時
に
、
我
々

消
防
団
員
に
何
が
出
来
る
の
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
意
味
に
於
い
て
も
良
い
訓
練
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
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（
高
安
分
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竹
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孝
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郎
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◆
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高
安
分
団　

上
田　
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）

夜
間
で
の
資
機
材
取
扱
い
訓
練

夜
間
で
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資
機
材
取
扱
い
訓
練
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こ
の
た
び
の
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
に
深

く
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
被

災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
安
全
と
被
災
地
の
一
日
も
早

い
復
興
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

市
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
か
ら
、
消
防
団
活
動
へ
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
消
防
団

員
を
代
表
し
、深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
員
の
皆
様
は
、
昼
夜

を
問
わ
ず
八
尾
市
民
の
安
全
・
安
心
を

守
る
た
め
、
郷
土
愛
の
精
神
を
も
っ
て
、

ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

当
市
消
防
団
は
、
数
年
前
か
ら
大
規

　

令
和
５
年
度
大
阪
府
消
防
表
彰
と
し

て
、
本
市
か
ら
も
大
阪
府
知
事
表
彰
を

は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
団
員
が
栄
え

あ
る
表
彰
を
受
章
し
ま
し
た
。

【
大
阪
府
知
事
表
彰
】

○
消
防
功
労
章

南
高
安
分
団　

分
団
長　
　

北
本　

晃
史

八
尾
分
団　

副
分
団
長　

中
村　

佳
照

山
本
分
団　

部　

長　
　

藤
井　

保
士

志
紀
分
団　

部　

長　
　

山
科　

輝
明

【
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰
】

○
精
績
章

団
本
部　
　

副
団
長　
　

松
本　

徹

○
勤
続
章

志
紀
分
団　

分
団
長　
　

中
村　

博
志

【
大
阪
府
消
防
協
会
会
長
表
彰
】

〇
永
年
勤
続
章

志
紀
分
団　

副
分
団
長　

角
倉　

武
士

○
勤
続
章

団
本
部　
　

方
面
隊
長　

山
中　

篤

大
正
分
団　

副
分
団
長　

中
川　

憲
一

曙
川
分
団　

副
分
団
長　

北
林　

丈
善

南
高
安
分
団　

副
分
団
長　

坂
本　

敦
浩

山
本
分
団　

部　

長　
　

塚
尾　

誠
一

模
災
害
時
の
救
助
活
動
に
備
え
た
資
機

材
の
配
備
を
行
い
、
平
時
の
火
災
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
今
後
起
こ
り
う
る
大

規
模
災
害
に
備
え
、
日
々
訓
練
に
励
ん

で
い
ま
す
。

　

今
回
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
に
お

き
ま
し
て
も
、
消
防
団
の
方
々
も
被
災

さ
れ
て
い
る
中
、
消
火
、
救
助
の
み
な

ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
活
躍
す
る
姿

を
拝
見
し
ま
す
。

　

当
市
に
お
い
て
は
、
発
生
が
懸
念
さ

れ
ま
す
南
海
ト
ラ
フ
地
震
、
ま
た
発
生

し
た
際
に
は
被
害
が
最
も
大
き
い
と
想

定
さ
れ
ま
す
生
駒
断
層
地
震
な
ど
、
改

め
て
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
の
役

割
、
活
動
を
再
認
識
い
た
だ
き
、
災
害

を
想
定
し
た
備
え
を
進
め
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
そ
し

て
、
日
頃
か
ら
市
民
の
皆
様
と
の
連
携

を
強
化
し
、
更
な
る
八
尾
市
の
安
全
・

安
心
の
確
保
に
向
け
、
消
防
団
一
同
、

地
域
の
た
め
に
鋭
利
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
団
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
地
域
防
災
力
の
要

と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
勤
功
章

久
宝
寺
分
団　

副
分
団
長　

藤
原　

道
洋

大
正
分
団　

部　

長　
　

竹
田　

豊
茂

曙
川
分
団　

部　

長　
　

金
武　

正
亮

南
高
安
分
団　

部　

長　
　

松
倉　

祥
宏

南
高
安
分
団　

部　

長　
　

坂
上　

大
介

南
高
安
分
団　

部　

長　
　

山
本　

大
寛

高
安
分
団　

副
分
団
長　

植
田　

恭
啓

高
安
分
団　

部　

長　
　

稲
本　

篤
彦

高
安
分
団　

部　

長　
　

山
下　

直
樹

高
安
分
団　

部　

長　
　

竹
内
孝
太
郎

○
精
勤
章

久
宝
寺
分
団　

部　

長　
　

後
根　

健
一

大
正
分
団　

班　

長　
　

佐
々
木
一
智

大
正
分
団　

班　

長　
　

森
口　

正
明

大
正
分
団　

班　

長　
　

山
内　

聡　

南
高
安
分
団　

班　

長　
　

馬
谷　

康
大

南
高
安
分
団　

班　

長　
　

市
田　

篤
史

南
高
安
分
団　

班　

長　
　

辻
野　

孝
志

南
高
安
分
団　

班　

長　
　

田
ノ
岡
純
平

南
高
安
分
団　

班　

長　
　

松
村　

基
輝

高
安
分
団　

班　

長　
　

増
田　

卓
司

高
安
分
団　

班　

長　
　

上
田　

聡　

高
安
分
団　

班　

長　
　

樋
口　

善
史

団長　松村 康正

大
阪
府
消
防
表
彰
受
章

大
阪
府
消
防
表
彰
受
章

  
団
長
挨
拶

団
長
挨
拶

活
躍
で
き
る
消
防
団
と
な
る
た
め
に

活
躍
で
き
る
消
防
団
と
な
る
た
め
に
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令
和
５
年
10
月
15
日
（
日
）、
大
阪

府
立
消
防
学
校
に
て
、
幹
部
科
初
級
指

導
課
程
に
参
加
し
て
来
ま
し
た
。
最
初

に
座
学(

安
全
管
理)
が
あ
り
訓
練
中
や
、

各
種
災
害
現
場
で
の
安
全
管
理
を
過
去

の
映
像
や
事
例
を
も
と
に
受
講
し
ま
し

た
。
い
ざ
現
場
に
出
る
と
安
全
と
い
う

状
態
は
、
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
こ
と

か
ら
、
危
険
を
危
険
と
認
知
す
る
事
が
、

安
全
管
理
の
出
発
点
で
あ
る
事
を
再
認

識
し
、
安
全
管
理
の
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
」
を
実

践
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
Ａ

Ｂ
Ｃ
」
と
は
、「
Ａ
」
あ
た
り
ま
え
の

事
を
、「
Ｂ
」
ぼ
ん
や
り
と
せ
ず
、「
Ｃ
」

ち
ゃ
ん
と
や
る
。

　

こ
の
座
学
で
学
ん
だ
事
を
忘
れ
ず
に

絶
対
に
受
傷
事
故
を
起
こ
し
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
、
安
全
管
理
の
意
識
と
基

本
を
大
切
に
今
後
の
現
場
活
動
や
訓
練

に
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。
座
学
の

後
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
規
律
訓
練
、

ホ
ー
ス
延
長
訓
練
、
救
助
資
機
材

（
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
）
の
取
扱
訓
練
、
放

水
訓
練
を
行
い
、
各
訓
練
で
は
、
基
本

的
な
動
作
を
再
確
認
し
な
が
ら
実
践
し

ま
し
た
。
今
回
学
ん
だ
事
を
地
元
分
団

の
み
ん
な
に
も
伝
え
、
自
分
自
身
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
と
共
に
今
後
の
消
防
団
活

動
に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

◆
（
久
宝
寺
分
団　

岩
本　

暢
宏
）

　

令
和
５
年
10
月
29
日
（
日
）、
曙
川

東
小
学
校
に
て
、
晴
天
の
下
、
防
災
訓

練
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
参
加

者
は
約
320
名
で
、
地
区
ご
と
に
４
班
に

分
か
れ
て
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
訓
練
で
は
、
地
震
で
火
災
が
発
生
し

た
場
合
、
す
ぐ
に
消
防
隊
が
到
着
で
き

な
い
こ
と
を
想
定
し
、
自
主
防
災
組
織

が
初
期
段
階
の
火
災
で
消
火
す
る
た
め

の
取
り
組
み
で
す
。
開
会
の
挨
拶
の
後
、

消
防
署
員
か
ら
可
搬
式
ポ
ン
プ
の
操
作

説
明
が
あ
り
、
訓
練
参
加
者
に
よ
る
放

水
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

各
班
に
別
れ
て
【
通
報
訓
練
】
119
番
通

報
の
際
に
い
か
に
冷
静
に
何
が
起
き
た

の
か
、
起
こ
っ
た
状
況
を
説
明
で
き
る

か
、【
煙
中
体
験
訓
練
】
煙
の
恐
ろ
し

さ
を
知
る
た
め
に
、
無
害
の
煙
を
テ
ン

ト
内
に
充
満
さ
せ
、
そ
の
中
を
通
過
、

【
応
急
担
架
の
作
成
と
搬
送
】
毛
布
、

物
干
し
竿
等
の
身
近
な
も
の
を
使
っ
て

の
負
傷
者
の
搬
送
、【
初
期
消
火
訓
練
】

基
本
的
な
消
火
器
の
取
り
扱
い
方
法
、

各
班
の
チ
ー
ム
プ
レ
イ
が
必
要
な
バ
ケ

ツ
リ
レ
ー
、【
応
急
手
当
等
習
得
訓
練
】

胸
骨
圧
迫
の
や
り
方
や
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
方
法
、
ま
た
三
角
巾
を
使
用
し
た
応

急
手
当
、
老
若
男
女
問
わ
ず
真
剣
に
楽

し
み
な
が
ら
、
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
何
度
も
参
加
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
防
災
力
の
向
上
に
繋

が
り
ま
す
の
で
、
継
続
し
て
訓
練
を
実

施
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
年
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
で
、

改
め
て
地
域
防
災
力
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
ま
す
。「
災
害
は
忘
れ
た

頃
に
や
っ
て
来
る
」と
い
う
事
を
、我
々

消
防
団
が
継
続
し
て
啓
発
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

�

◆
（
曙
川
分
団　

宮
原　

雄
真
）

幹
部
科
初
級
指
導
課
程

幹
部
科
初
級
指
導
課
程

曙
川
東
小
学
校
区

曙
川
東
小
学
校
区

自
主
防
災
組
織
訓
練

自
主
防
災
組
織
訓
練
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秋
季
火
災
予
防
運
動
は
、
11
月
９
日

～
15
日
に
か
け
て
全
国
各
地
で
実
施
さ

れ
て
お
り
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時

季
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
住
民
に
防

火
防
災
意
識
や
防
災
行
動
力
を
高
め
て

も
ら
う
こ
と
に
よ
り
火
災
発
生
を
防
ぎ
、

万
が
一
発
生
し
た
場
合
に
も
被
害
を
最

小
限
に
と
ど
め
、
火
災
か
ら
尊
い
命
と

貴
重
な
財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

八
尾
市
消
防
団
の
各
分
団
に
お
い
て

も
、
こ
の
運
動
の
重
点
目
標
で
も
あ
る
、

住
宅
防
火
対
策
・
放
火
火
災
防
止
対
策

な
ど
の
推
進
を
念
頭
に
そ
れ
ぞ
れ
の
管

轄
地
域
で
、
夜
間
巡
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

西
郡
分
団
で
も
、
各
団
員
が
そ
れ
ぞ

れ
分
担
し
、
一
週
間
、
毎
日
地
域
の
巡

回
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
民
へ
の
防
火
広
報
や
放
火
防
止
が

主
な
目
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
各
団
員

が
消
防
車
の
運
転
に
慣
れ
る
機
会
に
も

な
り
、
ま
た
、
災
害
出
動
の
際
に
、
ス

ム
ー
ズ
に
現
場
に
向
か
え
る
よ
う
に
道

を
再
度
確
認
す
る
良
い
機
会
に
も
な
り

ま
す
。

　

こ
の
火
災
予
防
運
動
を
行
う
こ
と
で
、

住
民
一
人
ひ
と
り
の
防
火
意
識
が
高
ま

り
、
火
災
及
び
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
へ
と
繋
が
れ
ば
幸
い
だ
と
思
い
ま
す
。

�

◆
（
西
郡
分
団　

浅
野　

一
昭
）

　

令
和
５
年
11
月
16
日
（
木
）、
い
し

か
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
て

「
第
28
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化�

石
川
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
八
尾
市
消

防
団
か
ら
は
女
性
３
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
で
は
、
全
国
で
活
躍
す
る

女
性
団
員
の
活
動
事
例
発
表
が
あ
り
、

今
回
大
阪
府
が
「
大
阪
救
命
体
操
」
の

活
動
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
体
操

は
以
前
「
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化

大
会
」で
披
露
し
た
こ
と
や
、Ｆ
Ｍ
ち
ゃ

お
収
録
の
際
に
リ
ク
エ
ス
ト
し
た
こ
と

が
あ
る
も
の
で
す
。

　

今
ま
で
の
参
加
は
見
学
の
み
で
し
た

が
、
今
回
は
初
舞
台
を
踏
ま
せ
て
も
ら

い
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
大
会
後
は
コ
ロ
ナ
で

中
止
に
な
っ
て
い
た
「
情
報
交
流
会
」

が
久
し
ぶ
り
に
行
わ
れ
、
全
国
の
消
防

団
員
の
方
か
ら
、「
大
阪
救
命
体
操
」

に
つ
い
て
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
大
会
で
受
け
た
刺
激
や
経
験
を
今

後
の
活
動
に
活
か
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

�

◆
（
女
性
分
団　

寒
川　

純
子
）

秋
の
火
災
予
防
パ
ト
ロ
ー
ル

秋
の
火
災
予
防
パ
ト
ロ
ー
ル

第第
2828
回
全
国
女
性
消
防
団
員

回
全
国
女
性
消
防
団
員

活
性
化
　
石
川
大
会

活
性
化
　
石
川
大
会
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令
和
５
年
11
月
19
日
（
日
）、
大
阪

府
中
部
広
域
防
災
拠
点
に
て
、消
防
署
・

消
防
団
合
同
放
水
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
開
会

式
を
行
っ
た
後
、
全
分
団
が
操
法
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
火
災
現
場
を
想
定
し

た
訓
練
で
、
防
火
水
槽
か
ら
車
輌
へ
吸

水
し
、
２
箇
所
の
障
害
物
を
通
り
抜
け

な
が
ら
ホ
ー
ス
を
２
本
延
長
し
ま
す
。

火
点
は
２
箇
所
あ
り
、
１
つ
目
は
横
倒

し
の
ド
ラ
ム
缶
を
水
流
に
て
指
定
の
場

所
ま
で
移
動
さ
せ
転
進
、
そ
の
後
火
点

に
見
立
て
て
吊
る
さ
れ
て
い
る
標
的
を

落
と
し
タ
イ
ム
を
競
う
訓
練
で
す
。
各

消
防
団
員
が
各
々
工
夫
を
凝
ら
し
な
が

ら
安
全
且
つ
迅
速
に
操
法
を
行
っ
て
い

て
、
日
頃
か
ら
精
度
の
高
い
訓
練
が
実

施
さ
れ
て
い
る
事
が
裏
付
け
さ
れ
た
合

同
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
橋
本
署
長
か
ら
ス
ピ
ー
ド
も

大
切
だ
が
、
不
測
の
事
態
が
起
こ
っ
て

も
冷
静
に
対
処
す
る
事
が
一
番
大
事
だ

と
御
言
葉
を
頂
き
、
身
が
引
き
締
ま
る

思
い
で
終
了
し
ま
し
た
。

�

◆
（
南
高
安
分
団　

巽　

純
也
）

　

令
和
５
年
11
月
25
日
（
土
）、
26
日

（
日
）の
２
日
間
、貝
塚
市
立
ド
ロ
ー
ン
・

ク
リ
ケ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
に
て
、
消
防

団
員
ド
ロ
ー
ン
操
作
講
習
が
あ
り
、
龍

華
分
団
よ
り
団
員
１
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

講
習
内
容
と
し
て
は
座
学
（
ド
ロ
ー

ン
を
操
作
す
る
た
め
に
必
要
な
法
規
、

ド
ロ
ー
ン
の
構
造
）
と
実
習
（
ド
ロ
ー

ン
の
基
本
で
あ
る
応
用
操
作
、
夜
間
飛

行
や
運
用
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
な
ど
）

が
あ
り
、
と
て
も
貴
重
で
有
意
義
な
講

習
で
し
た
。

　

近
年
、
様
々
な
災
害
時
に
お
い
て
ド

ロ
ー
ン
が
活
用
さ
れ
て
お
り
、
消
防
団

と
し
て
も
ド
ロ
ー
ン
に
関
す
る
知
識
や

操
作
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
は
、
災
害

時
な
ど
の
被
害
状
況
の
早
期
把
握
が
で

き
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
も
繋
が
る

の
で
、
今
後
も
継
続
し
て
こ
の
よ
う
な

講
習
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
参
加
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

龍
華
分
団
は
現
在
11
名
の
団
員
が
在

籍
し
て
い
ま
す
。
各
々
が
職
業
を
持
ち

な
が
ら
も
「
地
域
の
安
全
を
守
る
」
こ

と
を
使
命
と
し
、
日
々
活
動
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
何
か
始
め
た
い
と
お
考

え
の
方
や
地
域
活
動
に
参
加
し
た
い
方
、

地
域
に
貢
献
し
た
い
方
、
入
団
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

�

◆
（
龍
華
分
団　

大
内　

一
宏
）

消
防
署
・
消
防
団
合
同

消
防
署
・
消
防
団
合
同

放
水
訓
練

放
水
訓
練

消
防
団
員
ド
ロ
ー
ン
操
作
講
習

消
防
団
員
ド
ロ
ー
ン
操
作
講
習

と
消
防
団
員
募
集
の
お
知
ら
せ

と
消
防
団
員
募
集
の
お
知
ら
せ
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令
和
５
年
12
月
10
日
（
日
）、
大
正

北
小
学
校
に
て
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

主
催
の
防
災
訓
練
が
、
地
域
住
民
と
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
役
員
の
約
50
名
・
消

防
職
員
・
消
防
団
大
正
分
団
木
の
本
分

隊
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

水
消
火
器
を
使
っ
た
【
初
期
消
火
訓

練
】・
被
害
が
あ
る
状
況
下
を
想
定
し

た
【
応
急
担
架
作
成
訓
練
】・
油
圧

ジ
ャ
ッ
キ
を
使
用
し
た
【
倒
壊
家
屋
救

出
訓
練
】・
災
害
下
で
の
自
然
水
利
の

使
用
を
想
定
し
た
【
可
搬
ポ
ン
プ
取
扱

訓
練
】・
心
肺
蘇
生
を
学
ぶ
【
Ａ
Ｅ
Ｄ

取
扱
い
訓
練
】
を
行
い
ま
し
た
。
被
災

を
想
定
し
た
訓
練
に
参
加
者
全
員
が
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

中
で
も
可
搬
ポ
ン
プ
取
扱
訓
練
で
は
、

被
災
下
で
消
防
車
や
救
助
が
現
場
に
駆

　

令
和
５
年
12
月
10
日
（
日
）、
大
阪

府
立
消
防
学
校
に
て
「
機
関
科
ポ
ン

プ
車
課
程
」
が
晴
天
の
中
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

大
阪
府
下
か
ら
約
80
名
の
団
員
が

集
ま
り
、
八
尾
市
消
防
団
か
ら
は
八

尾
分
団
１
名
、
龍
華
分
団
１
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
・
可
搬
ポ
ン

プ
積
載
車
等
の
構
造
の
基
礎
知
識
を

理
解
し
て
、
迅
速
か
つ
的
確
に
運
用

で
き
る
技
能
を
修
得
す
る
の
が
目
的

で
す
。

け
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
や
消

火
栓
が
使
え
な
い
状
況
を
想
定
し
、
可

搬
ポ
ン
プ
と
機
材
の
取
扱
い
方
、
放
水

時
の
水
圧
で
飛
ば
さ
れ
た
り
す
る
危
険

性
や
被
害
を
拡
大
さ
せ
な
い
重
要
性
を

学
び
ま
し
た
。

　

近
年
は
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
の
【
減
災
】
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま

す
。【
減
災
】
に
欠
か
せ
な
い
の
は
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
連
携
と
、
住
民

同
士
の
助
け
合
い
で
す
。

　

今
回
の
訓
練
で
、
参
加
者
が
防
災
と

減
災
に
対
す
る
重
要
性
を
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
、地
域
防
災
の
向
上
に
繋
が
っ

た
と
思
い
ま
す
。
大
正
分
団
と
し
て
も

皆
様
に
安
心
を
届
け
る
事
が
出
来
る
よ

う
、
地
域
に
根
付
い
た
活
動
を
心
が
け
、

よ
り
一
層
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

◆
（
大
正
分
団　

今
仲　

幹
夫
）

�

◆
（
大
正
分
団　

西
田　

祥
久
）

　

午
前
中
は
株
式
会
社
モ
リ
タ
の
講

師
か
ら
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
基

礎
知
識
を
学
び
ま
し
た
。
Ｃ
Ｄ
‐
１

型
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
構
造
及
び

各
部
注
意
点
を
学
び
、
非
常
に
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
消
防

学
校
教
官
及
び
株
式
会
社
モ
リ
タ
の

講
師
か
ら
ポ
ン
プ
車
を
運
用
し
て
中

継
送
水
に
よ
る
放
水
訓
練
等
を
行
い

ま
し
た
。

　

実
際
の
現
場
で
活
か
せ
る
よ
う
に

日
頃
か
ら
訓
練
を
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
講
習
の
重
要
性
を
感

じ
ま
し
た
。

�

◆
（
八
尾
分
団　

梅
本　

司
）

機
関
科
ポ
ン
プ
車
課
程

機
関
科
ポ
ン
プ
車
課
程

  
大
正
北
小
学
校
区

大
正
北
小
学
校
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
防
災
訓
練

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
防
災
訓
練
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令
和
５
年
12
月
29
日
（
金
）、
30
日

（
土
）
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
ま
だ
ま

だ
コ
ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染

が
多
い
中
、
感
染
症
に
気
を
つ
け
な
が

ら
消
防
車
両
で
管
轄
地
域
の
歳
末
警
戒

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

29
日
に
は
消
防
団
長
を
は
じ
め
消
防

団
幹
部
と
各
種
団
体
代
表
の
方
々
が
激

励
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

歳
末
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
日
頃
あ

ま
り
お
会
い
す
る
こ
と
の
無
い
地
区
役

員
の
方
や
、
自
治
会
の
方
々
と
お
顔
を

合
わ
す
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
１
月
14
日
（
日
）
午
後
１

時
か
ら
三
十
八
神
社
に
て
と
ん
ど
祭
り

を
行
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
前
に
は
、

夜
間
に
と
ん
ど
祭
り
を
や
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
人
の
集
ま
り
の
問
題
も
あ
り
、

福
万
寺
で
は
お
昼
か
ら
と
ん
ど
祭
り
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
三
十
八
神
社
の
宮
司
様
よ
り

消
防
団
員
代
表
と
し
て
３
名
、
お
祓
い

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
境
内
に
集
め
ら
れ
た
し
め

縄
、
お
札
に
火
が
つ
い
た
と
思
え
ば
、

地
域
の
方
々
も
、
続
々
と
集
ま
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
っ
て
お

り
ま
し
た
。

　

皆
様
の
協
力
も
あ
り
、
無
事
に
と
ん

ど
祭
り
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

協
力
と
は
、
大
事
な
事
だ
と
再
認
識
で

き
ま
し
た
。

�

◆
（
山
本
分
団　

岩
﨑　

裕
司
）

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
自
粛
し
て
い

ま
し
た
他
分
団
の
屯
所
に
伺
い
情
報
の

共
有
や
今
後
の
団
活
動
の
在
り
方
を
話

し
合
う
良
い
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

消
防
団
と
し
ま
し
て
は
、
地
域
の

方
々
に
消
防
団
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
よ
り
一
層
地
域
住
民
の

方
々
と
連
携
強
化
協
力
し
、
地
域
防
災

に
役
立
て
ら
れ
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

�

◆
（
志
紀
分
団　

竹
田　

哲
郎
）

�

◆
（
志
紀
分
団　

藤
木　

達
哉
）

歳
末
夜
警

歳
末
夜
警

三
十
八
神
社
と
ん
ど

三
十
八
神
社
と
ん
ど
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委
員
長

大
正
分
団　
　

今 

仲　

幹 

夫

副
委
員
長

高
安
分
団　
　

上 

田　
　

 

聡

久
宝
寺
分
団　

岩 

本　

暢 

宏

委
　
　
員

久
宝
寺
分
団　

佐 

野　

吉 

宏

西
郡
分
団　
　

浅 

野　

一 

昭　
　

津 

曲　
　

 

望

八
尾
分
団　
　

梅 

本　
　

 

司　
　

竹 

田　

英 

夫

龍
華
分
団　
　

大 

内　

一 

宏　
　

佐
々
木 

祐 

介

大
正
分
団　
　

西 

田　

祥 

久

曙
川
分
団　
　

吉 

安　

直 

也　
　

宮 

原　

雄 

真

南
高
安
分
団　

山 

本　

大 

寛　
　

巽　
　

 

純 

也

高
安
分
団　
　

竹 

内 

孝
太
郎

山
本
分
団　
　

川 

西　
　

 

明　
　

岩 

﨑　

裕 

司

志
紀
分
団　
　

竹 

田　

哲 

郎　
　

藤 

木　

達 

哉

　
広
報
部
員
の
皆
様
と
消
防
団
係

職
員
の
皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
け

た
お
か
げ
で
、
48
号
・
49
号
を
発

刊
で
き
、
委
員
長
の
大
役
を
務
め

あ
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
48
号
は
分
団
長
会
議

を
取
材
す
る
と
い
う
、
新
た
な
取

り
組
み
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
広
報

部
会
に
携
わ
る
こ
と
が
出
来
た
こ

と
を
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
広
報
部
会
の
今
後
さ
ら
な
る

活
躍
と
、
火
の
見
櫓
の
発
刊
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

�

今
仲
　
幹
夫

　

令
和
６
年
度
か
ら
、
高
視
認
性
の
活

動
服
を
導
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
に
も
一
目
で
消
防
団
員

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
に
入
団
さ
れ
る
新
団
員

か
ら
、
順
次
着
用
し
て
い
き
ま
す
。

広
報
部
員
名
簿

編
集
後
記

　

令
和
５
年
11
月
25
日
（
土
）
に
、
大

阪
府
中
部
広
域
防
災
拠
点
に
お
い
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
夜
間
資
機
材
等
活
用
訓

練
の
様
子
が
、
八
尾
市
公
式YouTube

に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
動

画
に
ア
ク
セ
ス
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

令
和
６
年
度

　
　
　
　
　
　

消
防
団
行
事
予
定

４
月　

�

消
防
団
員
任
命
式

　
　
　

�

恩
智
川
水
防
訓
練

５
月　

�

大
阪
府
地
域
防
災
総
合
演
習

　
　
　

�

初
任
基
礎
教
育
訓
練
Ａ
課
程

６
月　

�

初
任
基
礎
教
育
訓
練
Ｂ
課
程

７
月　

�

中
河
内
地
区
支
部
消
防
総
合
訓
練

８
月　

�

女
性
団
員
研
修
会

９
月　

�

大
阪
府
消
防
大
会

　
　
　

�

全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
大
会

10
月　

�

資
機
材
取
扱
い
訓
練

11
月　

�

消
防
総
合
訓
練

　
　
　

�

秋
の
火
災
予
防
運
動

　
　
　

�

消
防
署
・
消
防
団
合
同
放
水
訓
練

12
月　

�

大
阪
府
女
性
消
防
団
員
連
絡
会
議

　
　
　

�

歳
末
特
別
警
戒

１
月　

�

消
防
出
初
式

　
　
　

�

文
化
財
訓
練

２
月　

�

水
防
視
察
研
修

　
　
　

�

消
防
団
充
実
強
化
研
究
会

３
月　

�

春
の
火
災
予
防
運
動

　
　
　

�

消
防
記
念
日
式
典

　
　
　

�

大
阪
府
消
防
表
彰
式

https://www.youtube.com/watch?v=i7Jst13g9UM
「令和５年度　夜間資機材等活用訓練」

↑
旧
活
動
服

↓
新
基
準
活
動
服

動
画
掲
載
の
お
知
ら
せ

動
画
掲
載
の
お
知
ら
せ

新
基
準
活
動
服
紹
介

新
基
準
活
動
服
紹
介


